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新しい年が明け、お子さんと「今年は、○○」
と願いや目標を立てた方も多いのでは？
高校1年時の大谷翔平選手の場合・・・・

HPはこちら

あけましておめでとうございます
令和５年の年明けです。昨年中は教育活動

へのご理解とご協力をありがとうございました。
今年は創立１５０周年を迎えます。子供たちに
とって、保護者・地域の皆様にとって、意義ある
１年となるよう努めてまいります。本年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。
子供たちには、新たな年に夢を描き、目標を立
て、達成に向かって明るく元気に過ごしてほしい
と願っています。今日の始業式では、子供たち
に夢や目標の立て方について、大谷翔平選手
が高校１年時に作成した『目標達成表（マンダラ
チャート）』が興味深かったので紹介しました。

なりたい自分にどうしたらなれるか
しっかり考えることが大切！

『ドラフト１位８球団指名』の夢に向け、身に付ける目
標がその周りに立てられています。（右図）高校生投
手として『スピード１６０㎞/h』の目標もここにあります。
そして、目標達成に向け、取り組まなければらないこ
とを８つ具体的に考えて視覚化しています。目標を目
標として終わらせずに、しっかりと考えて、やることを
はっきりとさせると、遠い夢が身近な行動に変わりま
す。主体的に練習に取り組み、充実した毎日を過ごす
ことができたのでしょう。見習いたいです。『運』を呼び
込むための取組は、現在の大谷選手の人物評価を裏
付けるものだと思いませんか。基本的なことにも意識
を高くもって毎日を過ごしたのでしょう。

大谷選手が高１の時に考えた『目標達成表』の一部分

お試しに、お子さんと一緒に３×３の９マスを考えてみませんか
大谷選手のマンダラチャートのように I will 『なりたい自分』 そのために I can 『何ができるように
なるか』 そのために I must 『何をすべきか』 と構造的・具体的に視覚化するスキーム作りは企業で
も取り組まれている思考方法のひとつです。子供たちが大人になるまでに、まねごとでもいいのでこの
ような思考の仕方を経験させ、身に付けさせたいものです。お試しに、お子さんと全マス埋まらなくても
いいので、３×３の９マスぐらいで考えてみてはいかがでしょう？


